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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

従 来から充実性卵 巣腫瘍 及び腫瘍内充実性 部分を有する嚢 胞性卵 巣腫瘍 は悪性 腫瘍 である可能性が高いと

されてきたが、 この根拠 は手術摘出標本の肉眼的所見に基づいている また、卵巣腫瘍 の 手術術式を決定す

る際、手術療法 も多岐 にわたる現状 を考慮すれ ば、 より厳密な良悪性 の推定診断を術前に行うことこそが重要

である、

そこで嚢 胞性 腫瘍内の充実性 部分のもつ意義 を術前の画像診断1超 音波断層検査、CT、MRI)か ら解 明

することを目的に検討を行った

【方法】

当院 で経験 した過去7年 間の卵巣腫瘍 に対する手 術症例921例qO71腫 瘍1の 術前画像診断(超 音波断

層検査、CT、MRDを 再読影 し、嚢 胞性腫瘍内の充実性 部分の有無および形態 に着 目し4群 に分類し、術

後病理組織 診断 との対比検討を行った

また、各種画像 診断において充実性部分の存在を根拠 に良悪性診断を行った際σ)sensitivity、speciHcity、

positivepredictivevalue(PPV)、negativepredlct1vevalue(NPV)を 比較検討した.

【結 剰

921例 中718例 は良性腫瘍、29例 は境 界悪性 腫瘍 、174例 は悪性 腫瘍であった.

腫瘍内 充実性部分を有する場 合、境界悪性もしくは悪性 腫瘍である頻度は有意に増 加した一 また、充実性

部分の 大きさが5mm以 ドという微小のものであっても、大きさ、形態に関係なく高頻度に境 界悪性腫瘍 もしく

は悪性腫瘍が認められた 、

術前の画像診断においてMRIは 超 音波断層検査、CTに 比 してsensinvity、speci行city、PPV、NPVい ず

れも高く最も有用な検査であると言えるが、 各種検 査を組み 合わせることにより診断精度は向Lし た,

【考察1

卵巣腫瘍を有する婦 人の治療戦術を畝てる際 、術 前の画像診断特にMRIは 最も有用な検 査であると言えるが 、

腫瘍内充実性部 分を見落とさない為には超 跨波断層検 査、CT、MRIを 組み合わせ、総合的に判断することが

望ましい

また、画像診断における腫瘍内の充実性部分の存在に着目することは非常に重要であり、特にそれが5mm

以 ドという微小なものであったとしても境 界悪性 もしくは悪性腫瘍 を示唆する根拠 となる.こ の事実は摘出組織

標本か らの後 方視的調査からではなく、術前の画像診断からも証明 された
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

従 来か ら充実性卵巣腫 瘍及び腫瘍 内充実性 部分有す る嚢胞性

卵巣腫瘍 は悪性腫瘍である可能性が高い とされてきたが、この根

拠は手術摘 出標本の肉眼的所見 に基づいている また、卵巣腫瘍

の手術術式 を決定す る際、手術療法 も多岐にわた る現状 を考慮す

れば、より厳密 な良悪性の推 定診断 を術前に行 う とこそが重要

である。

そ こで嚢胞性 腫瘍 内の充実性部分 の もっ意義 を術前 の画像診

断(US、CT、MRI)か ら解 明す る とを 目的に検討 を行 った。

当院 で経験 した過去7年 間の卵巣腫瘍に対す る卵巣腫瘍に対す

る手術症例g21例(1074腫 瘍)の 術前画像診断(超 音波断層検

査、CT、MRI)を 再読影 し、嚢胞性腫瘍 内の充実性部分の有無

および形態 に着 目し4群 に分類 し、術後病理組織診断 との対比検

討 を行 った。

また、各種画像診断において充実性部分の存在 を根拠 に良悪性

診断 を行 った際のsensitivity、spec面citypositivepredictive

value(PPV)、negativepredictivevalue(NPV)を 比較検討 した。

921例 中718例 は良性腫瘍、29例 は境 界悪性腫瘍 、174例 は

悪性腫瘍 であった。腫瘍内充実性部分 を有する場合、境 界悪性 も

しくは悪性腫瘍であ る頻度 は有意に増加 した。 また、充実性部分

の大き さが5mm以 下とい う微小 の ものであって も、大き さ、形

態 に関係 な く高頻度 に境界 悪性腫 瘍 もしくは悪性腫 瘍が認 め ら

れた。

術 前の画像診断 においてMRIは 超音波断層検査、CTに 比 し

てsensitivity、spec面citypositive、PPV、NPVい ずれ も高 く

最 も有用 な検査で あると言えるが、各種検査を組み合わせ る と

によ り診断精度は 向上 した。
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